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研究成果の概要（和文）： 
熱中症及び熱傷性ショックで死亡したグループ（第 1 群）と，機械的窒息で死亡した

グループ（第 2 群）に分けて，細胞数の比較検討を行ない，病理組織学的観察を行っ

たところ，機械的窒息死事例の肺組織においては，高温の悪影響による熱中症や熱傷

性ショック死事例と比べて，単球及び多核巨細胞が多数認められた。また，一酸化炭

素中毒死のグループ（第 3 群）にもマクロファージ及び多核巨細胞減少の傾向が認められ，

遊走する数はある程度，浸出物の多寡と相関する傾向にあった。法医診断において，単球系細

胞の観察によって，以上 3群間の鑑別診断の精度が上がるものと考えられた。 
 
研究成果の概要（英文）： 
Victims of heat stroke or burn shock(Group 1) and those of mechanical asphyxia(Group 2) 

were examined by the count of mononuclear cells infiltrated. In fact, a larger number 

of macrophages, as activated monocytes and polynuclear cells were observed in the lung 

tissues of Group 1 victims than that of Group 2. Also victims of carbon-monoxide 

poisoning(Group 3) were tested to find that similar tendency was seen as Group 1.  
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１．研究開始当初の背景 
 

生体の無酸素症，いわゆる窒息が原因で死
亡した事例において，肺組織内にマクロファ
ージや巨細胞などの単球系細胞が出現する
ことが報告されているが，マクロファージや
巨細胞の肺組織での出現は窒息に特異的な
所見ではなく，病死や外傷死の場合にも認め
られる。また，これら以外にも喫煙，加齢及
び General Organ Death いわゆる多臓器不全
による死でも出現するとされている。したが
って，このような理由から，窒息死肺におけ
るマクロファージと巨細胞の位置付けはま
だ十分明らかではなく，重要な検討課題とし
て残されているものと着想するに至った。 
 
 
２．研究の目的 
 

現時点では，機械的窒息の鑑別に必要な，
マクロファージや多核巨細胞の性状が充分
明らかにされておらず，特に免疫組織化学的
手法を用いた解析は殆どなされていない。し
たがって，我々は今回の申請で，熱中症と熱
傷性ショックに認められる比較的細胞成分
の乏しい肺組織像に注目し，機械的窒息との
比較検討を行い，特に乳幼児突然死症候群
(Sudden Infant Death Syndrome)，熱中症と
熱傷性ショック及び機械的窒息の鑑別に，肺
の病理組織標本上での単球系細胞の算定，及
びその質的評価が有効であるかについて検
討し，法医診断の向上を目指した。 
 
 
３．研究の方法 
 

材料は司法解剖で得られた肺組織，対象と
する死因は機械的窒息及び熱傷性ショック
で，平成 22 年度には一酸化炭素中毒例を加
え，最終的に，計 22 事例が検討された。H＆
E染色では，核の性状と肺胞内に存在する顆
粒で単球が観察され，また，同様の核を有し
て貪色能の活発化を示す細胞の大きさの変
化からマクロファージが同定された。高倍率
（対物レンズ，40X）視野下，ランダムに選
んだ場所で肺胞内滲出物の量及び細胞数を
調べた。単球・マクロファージは顆粒を伴う
広い胞体を有し肺胞壁から肺胞側へ遊離し
ているものを数え，多核巨細胞は核が２個以
上のものを数えた。ただし、以下の条件を満
たす組織像の観察であることが必要であっ
た。 

 
 
 
 
 

１）いずれの事例、部位にも肺炎の像は認
められない。 
２）原則肺胞構造が明確な部分のみで観察、

従って、ブラ（胸膜下）の部分や肺胞出血に
より赤血球主体の末血で占められた部分を
除く。 
視野の数として計 100 視野を検索した。目

的とする細胞，すなわち単球，マクロファー
ジ及び多核巨細胞を確実に同定し，算定を容
易にするために，免疫組織化学的染色（ABC
法）を用いた。材料は中性ホルマリン(ph 7.6)
で固定し、パラフィン包埋されたものを 1 µm
に薄切したのちに，ガラス製プレパラートに
乗せて用いた。キシレンで脱パラフィン後、
免疫組織化学的染色を間接法に準じて行い、
最終的にジアミノベンチジン（DAB）で対象
細胞を可視化した。一次抗体はモノクローナ
ル抗体の抗単球系細胞抗体を用い HAM56
（Sigma 社，1:200 希釈），CD68（Bioptica 社，
1:100 希釈）を用いた。 
 
 
４．研究成果 
 

熱中症を疑われる 6 ヶ月男児，熱傷性
ショックで死亡した 44 歳及び 85 歳男性，
ならびに 87 歳女性のグループ（第 1 群）
と，機械的窒息で死亡した 2 ヶ月及び 6
ヶ月の男児，並びに 64 歳男性と 40～50
歳の身元不明男性のグループ（第 2 群）
に分けて，細胞数の比較検討を行ない，
病理組織学的観察を行ったところ，機械
的窒息死事例の肺組織においては，高温
の悪影響による熱中症や熱傷性ショッ
ク死事例と比べて，単球及び多核巨細胞
が多数認められた。免疫組織化学的に
CD68 陽性細胞は HE 染色で観察及び算定
された単球／多核巨細胞とほぼ同じ数
と分布を示した。HAM56 は，CD68 陽性細
胞を対象（100％）としたとき，その 85％
／80％が陽性であった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

 

 単球・マクロファージ数 *p<0.001 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                
 
最終年度，新たに一酸化炭素中毒死のグ
ループ（第 3 群）を加えて検討したとこ
ろ，一酸化炭素中毒でもマクロファージ及び
多核巨細胞減少の傾向が認められ，遊走する
数はある程度，浸出物の多寡と相関する傾向
にあった。 
 
 肺以外の全身諸臓器において，第 1〜第 3
群を明確に区別するために有用な組織所見
は認められなかった。以下に熱中症及び熱傷
性ショックを含む第 1群で認められた平均的
な病理組織所見を示す。 
脳：全体のうっ血及び脳浮腫， 
肺：高度うっ血及び隔壁拡大を伴う間質性 
  浮腫， 
肝：肝細胞の腫大とグリコーゲンの減少， 
腎：充血，間質性浮腫及び尿細管上皮の腫大，
尿細管内に尿円柱様に濃縮されたタンパク 
  成分， 
心筋：間葉系細胞の核膨化， 
副腎：うっ血，間質浮腫及び皮質上皮壊死。 
  
 今後は，一酸化炭素中毒事例数を増やして
定量化に努める一方で，第 1 群～第 3 群の 3
群間の識別の精度を一層高めるために有用
な組織学的所見を明らかにしていきたい。 
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